
 
□第 1回イベントを実施しました！ 
 
「こもれび」はじめての夏のイベントとして 

７月 27日に「いわさきちひろ展」開催中の

県立美術館にでかけてきました。通室生の

参加は１名でした。 

 

 

 

 

 

 

 

当日は、通室生に大学生ボランティアと

「こもれび」指導員が同行しました。 

参加した大学生ボランティアから、「「こもれ

び」の室内ではない場所に通室生と一緒に

いることが新鮮で、そこで話をすることで、よ

り近い関係になれたと思いました」との感

想を聞くことができました。 

お世話いただきました美術館の関係者の

みなさま、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクールカウンセラーの来室予定日 

今後のスクールカウンセラー相談来室日

は次のとおりになります。 

10 日（水）・・・A  12 日（金）・・・B 

17 日（水）・・・A  19 日（金）・・・B 

24 日（水）・・・A 22 日（月）・・・Ｂ 

31 日（水）・・・A 

A の日は 10：00～14：00 

B の日は 11：00～15：00 

・事前の予約が必要です。 

・１回１時間で、保護者の方も利用できま

す。   

こもれびつうしん - 

 

8 月１２日
(金) 

令和 4年 

写真は、玄関前の「いわさきちひろ展」の案内です 

美術館内部から庭園を眺めた写真です。 

写真は、すべて大学生ボランティアが撮影したものです。

撮影禁止の制限がある中、チャンスを逃さず、良い写真を

沢山撮影してもらいました。 

写真は、「いわさきちひろ展」内の体験コーナーのようす

です。床をキャンバスに見立て、体験者の足跡がまるで

美術作品のように着色され、模様が展開する不思議な

空間です。 

美術館のオブジェに反射させた参加者の記念写真です 



 
□「こもれび」の美術作品 
        

 「こもれび」では、通室生にとって、居心地

の良い「居場所」であるように、環境の整備

につとめています。その一環として、室内に

は、 オノ・ミチ・ヒロさんの美術作品を壁や

入口に展示してあり、いつでも鑑賞すること

ができます。 

 どんな作品があるのか、紹介します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
ぬいぐるみを描いています。あるときは

命を宿し、あるときはただのもの。あるとき
はかわいく、あるときはこわい。あるときは
期待で、あるときは不安。どちらともつかな
いものでありたいと思い描いています。 
今回飾っていただいた作品は、比較的

ポジティブな作品を選んだつもりですが、ど
うみえるでしょうか・・・ 

 
小野道宏  津高等学校教諭 
（作家名 オノ・ミチ・ヒロ） 

こもれびつうしん –第 6 号- 
 

8月 12日 
(金) 

「待っているよ」F４号 油彩 

「君との距離」サムホール 油彩 

「FACES」 70×70 ㎝ 油彩 

「ぼくのなかにはくもがある」 
S６号  油彩 

「かくれんぼ」 F0 号 油彩 

「LUCKY BEAR」 油彩など 

     くま版まねきねこです。 

令和4年 

【作者から】 


